
憲法記念日にあたっての会長談話 

 

 本日、日本国憲法が施行されてから６８周年となる憲法記念日を迎えました。 

 我が国の憲法は、先の大戦において、アジア諸国をはじめとする他国と国内

に甚大な人権侵害を引き起こしたことへの痛切な反省のうえに立ち、基本的人

権の保障、恒久平和主義、国民主権を基本原理としています。そして、国家権

力の濫用による人権侵害を防ぐために国家権力を制約する、立憲主義を根本理

念としています。 

 ところが、近時、このような憲法の基本原理と根本理念が危機に瀕していま

す。 

 昨年７月、内閣は、歴代内閣が堅持してきた憲法解釈を変更し、集団的自衛

権の行使を容認する閣議決定を強行しました。これは恒久平和主義に反すると

ともに立憲主義に反する暴挙です。それにもかかわらず、国会では、この解釈

変更を踏まえた安全保障関連の法改正が審議されようとしています。 

 また、昨年１２月には特定秘密保護法が施行されました。同法により、国政

に関する重要な情報が国民の目から隠される虞があります。これは国民の知る

権利を侵害するとともに、国政に関する国民の判断を誤らせ、国民主権を歪め

る虞があります。特に、集団的自衛権行使に関する情報が特定秘密に指定され

れば、国民が知らないままに戦争に突入するという事態ともなりかねません。 

 しかも、衆参両議院の選挙において一票の価値の不平等が是正されないまま

に、このような政治的意思決定がなされています。国民の意思が適切に反映さ

れない構成の国会と、その国会に指名された総理大臣が組閣した内閣が行った

政治的意思決定が、国民意思を反映しているとは言えません。 

 このように日本国憲法の基本原理と根本理念が危機に瀕している今であるか

らこそ、私たちは、改めて基本的人権の保障、恒久平和主義、国民主権という

憲法の基本原理、及び立憲主義という憲法の根本理念の意義と価値を確認する

ことが大切だと考えます。そのために、福岡県弁護士会は、基本的人権の擁護

と社会正義の実現を職業的使命とする法律家団体として、国民とともに全力を

尽くします。 
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